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浅
見
和
彦
・
伊
東
玉
美
・
内
田
澪
子
・
蔦
尾
和
宏
・
松
本
麻
子
編

　
　
『
古
事
談
抄
全
釈
』

浅
見
和
彦
・
伊
東
玉
美
責
任
編
集

　
　
『
新
注
古
事
談
』

 

木　

下　

華　

子

　

平
成
二
二
年
に
入
っ
て
、
浅
見
和
彦
・
伊
東
玉
美
両
氏
を
中
心
と
し
た
研
究

者
に
よ
り
、『
古
事
談
』
に
関
す
る
二
つ
の
注
釈
書
、『
古
事
談
抄
全
釈
』『
新

注
古
事
談
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
二
冊
は
、
平
成
二
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
論

文
集
『『
古
事
談
』
を
読
み
解
く
』（
浅
見
和
彦
編
）
に
引
き
続
く
も
の
で
あ
り
、

い
わ
ゆ
る
『
古
事
談
』
三
部
作
を
成
す
も
の
で
あ
る
。
以
下
、『
古
事
談
抄
全

釈
』『
新
注
古
事
談
』
の
順
で
、
そ
の
内
容
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

ま
ず
、『
古
事
談
抄
全
釈
』
の
構
成
に
触
れ
て
お
こ
う
。
全
体
は
、『
古
事
談

抄
』
各
話
の
注
釈
（
釈
文
／
本
文
／
校
異
／
口
語
訳
／
語
釈
／
余
説
／
同
話
・

類
話
／
参
考
文
献
）、『
古
事
談
抄
』
解
説
（『
古
事
談
』
に
つ
い
て
／『
古
事
談

抄
』
に
つ
い
て
／
『
古
事
談
抄
』
と
『
古
事
談
』
の
本
文
に
つ
い
て
／
主
要
参

考
文
献
）、
穂
久
邇
文
庫
蔵
『
古
事
談
抄
』（
書
誌
及
び
影
印
）
か
ら
成
り
、
末

尾
に
人
名
・
地
名
・
神
仏
名
等
索
引
を
付
す
。
ま
た
、
本
書
刊
行
に
至
る
経
緯

は
「
あ
と
が
き
」
に
述
べ
ら
れ
る
如
く
で
あ
る
が
、
成
蹊
大
学
中
世
文
学
研
究

会
で
の
輪
読
の
成
果
で
あ
る
「『
古
事
談
抄
』
選
釈
」（「
成
蹊
人
文
研
究
」
13

〜
17
号
、
平
成
17
〜
21
年
）
を
も
と
と
し
、
大
幅
に
補
訂
・
加
筆
が
施
さ
れ
た

上
で
、
前
出
の
五
氏
が
責
任
編
集
に
当
た
っ
た
も
の
で
あ
る
。

紹
　
介

　

さ
て
、
本
書
に
よ
っ
て
初
め
て
全
釈
が
施
さ
れ
た
穂
久
邇
文
庫
蔵
『
古
事
談

抄
』
は
、
そ
の
名
が
示
す
通
り
、『
古
事
談
』
か
ら
の
抄
出
本
で
あ
る
。
も
と

と
な
っ
た
『
古
事
談
』
は
、
鎌
倉
時
代
初
期
、
源
顕
兼
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
と

さ
れ
る
説
話
集
で
あ
り
、
第
一
「
王
道
后
宮
」、
第
二
「
臣
節
」、
第
三
「
僧

行
」、
第
四
「
勇
士
」、
第
五
「
神
社
仏
寺
」、
第
六
「
亭
宅
諸
道
」
の
六
巻
か

ら
編
成
さ
れ
る
。
広
本
系
第
一
種
と
さ
れ
る
説
話
の
全
条
を
備
え
た
伝
本
で
は
、

全
体
で
四
六
〇
話
前
後
の
話
数
を
収
め
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
の
第
二
「
臣

節
」
を
編
纂
資
料
と
し
、
そ
れ
か
ら
の
抄
出
・
抜
書
的
性
格
を
持
つ
説
話
集
が
、

『
古
事
談
抄
』
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
『
古
事
談
抄
』
は
、『
古
事
談
』
諸
本
全

体
の
中
に
位
置
づ
け
る
な
ら
ば
、
零
本
と
言
う
べ
き
写
本
で
は
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
特
筆
す
べ
き
は
、
そ
の
書
写
年
代
と
本
文
に
お
け
る
古
態
性
、
さ
ら
に

『
古
事
談
抄
』
自
身
が
抄
出
・
書
写
に
際
し
て
独
自
の
論
理
や
方
法
を
持
ち
、

一
つ
の
小
さ
な
説
話
集
と
し
て
独
立
し
た
性
格
を
有
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
以

下
、
本
書
の
解
説
を
参
看
し
な
が
ら
、
摘
記
し
て
み
よ
う
。

　

現
在
確
認
し
う
る
『
古
事
談
』
の
写
本
は
、
そ
の
全
て
が
江
戸
時
代
以
降
の

も
の
で
あ
る
。
対
し
て
、『
古
事
談
抄
』
は
唯
一
中
世
に
遡
る
写
し
で
あ
り
、

そ
の
紙
背
文
書
か
ら
は
南
北
朝
期
か
ら
室
町
初
期
の
範
囲
に
書
写
時
期
を
設
定

す
る
こ
と
が
可
能
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
注
目
す
べ
き
は
、
現
行

の
『
古
事
談
』
に
は
見
ら
れ
な
い
一
話
（
第
一
四
話
「
忠
実
、
顕
雅
に
感
ず
る

事
」）
を
持
つ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
書
写
年
代
の
古
さ
が
そ
の
ま
ま

古
態
性
を
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
わ
け
だ
が
、
本
書
で
は
、『
古
事
談
抄
』

が
本
文
の
上
で
『
古
事
談
』
諸
本
よ
り
も
古
態
を
と
ど
め
る
と
考
え
ら
れ
る
例

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
先
述
の
独
自
説
話
も
、
そ
の
内
容
の
上
か
ら
、
ま
た
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『
古
事
談
』
第
二
「
臣
節
」
に
は
逸
文
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
と
相
俟
っ

て
、
原
『
古
事
談
』
第
二
に
存
在
し
た
逸
話
だ
と
の
推
定
が
可
能
な
の
で
あ
る
。

即
ち
、『
古
事
談
抄
』
と
は
、『
古
事
談
』
諸
本
に
お
い
て
大
変
重
要
な
古
写
本

で
あ
り
、
テ
キ
ス
ト
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
に
お
い
て
も
大
き
な
意
義
を
持
つ
も
の
だ

と
言
え
よ
う
。

　

ま
た
、『
古
事
談
抄
』
は
、『
古
事
談
』
第
二
か
ら
の
抄
出
本
と
い
う
枠
内
に

収
ま
ら
ぬ
性
質
を
持
つ
。
ま
ず
、
本
書
で
は
、『
古
事
談
抄
』
の
各
説
話
に
お

い
て
要
約
や
叙
述
の
明
確
化
を
行
う
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

加
え
て
、『
古
事
談
抄
』
に
お
け
る
説
話
の
配
列
は
『
古
事
談
』
第
二
の
配
列

と
は
大
き
く
異
な
る
の
だ
が
、「
摂
関
家
に
ま
つ
わ
る
話
↓
他
家
に
ま
つ
わ
る

話
↓
女
性
に
ま
つ
わ
る
話
」
と
い
う
ま
と
ま
り
が
二
回
循
環
す
る
と
い
う
『
古

事
談
』
第
二
の
構
造
は
、
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
で
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら

理
解
さ
れ
る
の
は
、『
古
事
談
抄
』
編
者
が
『
古
事
談
』
第
二
の
編
集
方
針
を

踏
襲
し
、
説
話
の
抄
出
と
配
列
に
お
け
る
自
ら
の
方
法
と
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、『
古
事
談
抄
』
と
い
う
作
品
は
、
中
世
に
お
け
る
『
古
事
談
』
享
受

の
有
り
様
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
と
同
時
に
、
作
品
の
読
み
手
が
作
り
手
へ

と
転
移
し
て
ゆ
く
様
相
を
現
出
さ
せ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
。
中
世
文

学
の
一
作
品
と
し
て
も
、
享
受
と
創
出
と
が
緊
密
に
連
鎖
し
合
う
作
品
生
成
の

場
と
い
う
意
味
に
お
い
て
も
、
実
に
興
味
深
い
作
品
と
し
て
『
古
事
談
抄
』
は

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
本
書
の
刊
行
は
そ
の
理
解
へ
の
大
き
な
階
梯
な
の
で

あ
る
。

　

続
い
て
、『
新
注
古
事
談
』
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
先
に
述
べ
た
『
古
事
談
』

全
六
巻
の
注
釈
書
で
あ
る
。
全
体
は
、
作
品
解
説
に
当
た
る
「『
古
事
談
』
に

つ
い
て
」、
第
一
か
ら
第
六
各
話
の
注
釈
、
参
考
文
献
、
人
名
索
引
、
類
話
一

覧
か
ら
成
る
。
注
釈
は
分
担
執
筆
で
あ
り
、
第
一
を
伊
東
玉
美
、
第
二
を
蔦
尾

和
宏
、
第
三
を
土
屋
有
里
子
・
木
下
資
一
・
伊
東
、
第
四
を
浅
見
和
彦
・
高
津

希
和
子
、
第
五
を
内
田
澪
子
、
第
六
を
山
部
和
喜
・
松
本
麻
子
・
高
津
の
各
氏

が
担
当
し
、
全
体
を
浅
見
・
伊
東
両
氏
が
調
整
さ
れ
て
い
る
。
底
本
は
慶
應
義

塾
大
学
図
書
館
蔵
『
古
事
談
』
を
用
い
て
い
る
が
、
本
文
は
助
詞
・
助
動
詞
を

平
仮
名
に
改
め
た
書
き
下
し
文
と
な
っ
て
お
り
、
カ
ギ
括
弧
や
ル
ビ
が
補
わ
れ

る
な
ど
、
大
変
読
み
や
す
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、

凡
例
に
示
さ
れ
る
ご
と
く
、
頭
注
は
見
開
き
の
中
に
収
め
ら
れ
、
平
素
・
簡
明

が
第
一
と
さ
れ
て
い
る
。『
古
事
談
』
の
先
行
注
釈
書
は
い
く
つ
か
存
在
す
る

が
、
こ
の
よ
う
な
簡
便
な
テ
キ
ス
ト
版
と
し
て
の
注
釈
書
は
初
の
試
み
で
あ
り
、

な
か
な
か
に
読
み
に
く
い
『
古
事
談
』
と
い
う
作
品
の
間
口
を
広
く
し
た
も
の

と
言
え
よ
う
。

　

紙
幅
の
関
係
も
あ
り
、
十
分
な
言
及
を
尽
く
せ
た
と
は
言
い
難
い
が
、
両
書

は
、
今
後
の
『
古
事
談
』
研
究
、
説
話
文
学
研
究
、
そ
し
て
中
世
文
学
研
究
に

お
い
て
確
か
な
礎
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
礎
は
、
ま
た
、
新
た
な
研
究

を
拓
く
に
違
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
予
感
を
呼
び
起
こ
す
も
の
と
し
て
の
両
書

を
考
え
つ
つ
、
拙
い
紹
介
の
筆
を
擱
く
こ
と
と
す
る
。

（『
古
事
談
抄
全
釈
』
平
成
二
二
年
三
月
三
一
日
発
行　

Ａ
５
判　

五
二
〇
頁　

一
三
〇
〇
〇
円　

笠
間
書
院
）

（『
新
注
古
事
談
』
平
成
二
二
年
一
〇
月
三
〇
日
発
行　

Ａ
５
判　

三
五
二
頁　

一
八
〇
〇
円　

笠
間
書
院
）

 

（
き
の
し
た
・
は
な
こ　

本
学
非
常
勤
講
師
）


